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❖ 新しい年の組合活動 ❖  

海員春闘・2023 年度 労働協約改定闘争 

令和５年度 労働協約改定要求案の大衆討議期間 1 月6 日~ 2 月16 日まで  

 

昨年12 月8 日に開催された第5 回中央執行委員会は、令和5 年度の労働協約改定要求案の大衆討議

期間を令和5年1月6日～2月16日までとした。これを受け、全国各支部の執行部が、外航・水産・

国内の各部門別の大衆討議用号外しんぶん記載の中央要求案や、中央要求に準じた内容の個別要求案に

基づき、現場組合員の意見集約を行う 

 

■ 船 員 を 取 り 巻 く 社 会 背 景   

現 在 の 船 員 を 取 り 巻 く 社 会 背 景 は 、長 引 く コ ロ ナ 禍 に お け る 景 気 低 迷 か ら 、

回 復 基 調 に あ っ た も の の 、 ロ シ ア の ウ ク ラ イ ナ 侵 攻 に よ り 、 世 界 の エ ネ ル ギ

ー 供 給 バ ラ ン ス が 大 き く 崩 れ 、 世 界 的 な 資 源 価 格 や 食 料 価 格 を 中 心 と し た 物

価 上 昇 が 続 き 、 世 界 中 で 経 済 の 混 乱 が 続 い て い る 。  

日 本 の 国 内 経 済 は 、 急 激 な 円 安 か ら 輸 入 品 価 格 が 上 昇 し 、 燃 料 油 価 格 の 高

止 ま り や 、 ト ラ ッ ク ド ラ イ バ ー 不 足 に よ る 輸 送 費 の 高 騰 、 光 熱 費 を は じ め と

す る 生 活 費 の 値 上 げ が 、 家 計 を 圧 迫 す る 状 況 と な り 、 国 民 生 活 が 脅 か さ れ て

い る 状 況 が 顕 著 に な っ て い る 。  

こ れ か ら 日 本 経 済 の 健 全 な 経 済 成 長 や 景 気 回 復 に は 、 国 内 外 の 海 上 物 流 の

根 幹 を 担 う 船 員 の 労 働 力 が 必 要 不 可 欠 で あ り 、 ま た 、 国 民 の 食 糧 事 情 を 賄 う

た め の 漁 獲 物 資 源 を 管 理 し 、 持 続 的 に 利 用 す る 漁 船 漁 業 や 、 資 源 の 少 な い 日

本 に お け る 貴 重 な 海 洋 鉱 物 資 源 を 保 全 し な が ら 持 続 的 に 利 用 す る 海 洋 調 査 船

は 、 SDGS に 基 づ く 持 続 可 能 な 社 会 を 可 能 と す る 船 員 と し て 、 日 本 の 将 来 を

安 心 ・ 安 定 に 導 く も の で あ る 。  

わ が 国 の 歴 史 を た ど る と 、 開 国 以 来 、 欧 米 諸 国 と の 交 易 や 文 化 の 発 展 の た

め 、 そ の 流 通 を 担 う 船 員 の 確 保 ・ 育 成 は 国 策 で あ り 、 外 国 と の 貿 易 や 国 内 物

流 、 貨 物 輸 送 の 大 部 分 を 担 う 船 員 職 業 の 重 要 性 は 、 こ の 令 和 の 時 代 も 変 わ ら

な い 。  

船 員 職 業 に 矜 持 を 持 つ 現 場 組 合 員 と 家 族 の 生 活 の た め 、令 和 5 年 度 の 海員

春 闘 と 組 合 活 動 は 、 現 場 組 合 員 の 声 を 大 き く 反 映 さ せ る た め 、 ま た 社 会 的 に

船 員 を 含 め た 全 労 働 者 の 生 活 を 守 る た め の 春 闘 と な る こ と が 予 想 さ れ る 。  
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